
イザJL,の突放では,社会mTt位とm腎皮只菰充のおもさは

一致する印をのペている｡今回の穴験で17忠な丑をもっ

て相関関係があるといえなかったが,この〆JI'-7'をさ

らに艮期間飼押したあとで測定すると釣った銃火が柑ら

れるかもしれない｡

水火斡)TSrTにあたり. 71弼その他について ご助汀をいただいた苅XC火

中盟艮蜘研兜TTf桝艮近#円郎故控と,方lLの砿立にご控的 ないただいた
井研大?相打研つた所平Tf打也叩土に柁iIf放します｡
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霊長煩の発声器官に関する系統発生学的

研究

Ali山 杉 宍
加 空で 山 学

(双北大･桐･脈刑)

1)研 究 の 日 的

人邦の大きな特徴の一つとして1f節汀詔の班mがあげ
られる｡布節訂詔を兄するためには.大胴の2つの冒詔

中棺,喉頭発生折詰付,Fj眉,凹列などの形態摂能が総公
的に閃迎している｡この発7日指官の解剖学ならびに出耶

学的研究は,古くは Negus(1926),近年ではDuDrell

(1958)などいくつかあげられるが,芯只刑の系統進化

の級点から考炎を加えた研究はきわめて少ない｡木研究

は,発生常詩TI'の系統;tE化を論ずるときのX礎的研究の,約

-段階の祝賀弓である.

2)計 回

今回の研究は240例の収税周辺の:f･細な比較解剖をお

こなってきたニホンザル (MacacafuscataEuscata

etM.E.yakul)についての生体での喉頭弱を小むに,

呼吸または発声時の1人腰の喉頭周辺について調益をおこ

なった.材料はオス.瓜牧の=ホンザJt,(M.∫.fuscata)

2頭に,班･中麻酔をほどこし油性先で支出砂州を喉Wt

碑へ注入,注入後の呼気,吸穴,発生時の喉珊粥の状願
を軟Ⅹ組,硫Ⅹ放発生泣旺{･あらゆる方向からの糾烈な

おこなった｡またこれと平行してオス･メスの喉頭周辺

の前頭断組拭標本を用いて777即ヒ〆を中心に詳細な純然

をおこなった｡

3)括 黒 と 考 癖

a.喉頭矧土安静呼吸 (quietbreatllhg)での吸息

時,呼息時にはほとんど変化はみとめられず (Fig.1),

僅かながら呼気時において胸骨舌骨筋の前方の喉頭葬の

開口部付近の先粥の狭くなった喉頭へ開口するあたりの

葬が摂動するのが税額された程度であった｡すなわち,

安静呼吸では喉頭矧土呼吸に関与していないものと判断

することができる｡

b.次に,舟孔,口腔を狭搾し,努力呼吸をおこなB

状態での喉研粥の状況を観察した｡その結果,労力吸息

時には畷双頭の退稲が認められ,気茄に教条の放虫ので

きるのが祝賀された｡逆に努力呼息時には喉珊掛土呼息

とともに大きくふくらむのが観察された｡この大きくふ

くらむ状態は外見からの胸部の畔上とともにはっきりと

純系することができた｡努力呼息時のニホyザルのオス

の喉頭頭割土手準大あるいはそれ以上にふくらむ｡
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F.'g･ 1 X-Ray to show the SacczLS lary′lgLS

duringquietbreatlling.Mlwaca/LLSCa･

La /uscala,Tr)ale,adult.The arrow

indicates tlle direction of SaclILS

LaryrtgLSOpeningintothelarynx.

Fig. 2 FrontalsectionsofVe/HrLcELILLSlary,igis

ofMacaca/LLSCaEa/LLSCaLa,male,adult

(left),female,adult(rigllt).

C.発声時の喉頭錐については,今回の親祭では発声

の系統だった瀧定をおこなわなかったので詳細な結論は

次の機会にゆするとしても,吸気発声のときに喉頭掛 ま

ふくらみ,とくに強い吸先発声のときには大きくふくら

むことがわかった｡また,強い吸先発声はかりでなく,

長い持続性の吸先発何においても比較的大きくふくらむ

ようである｡

d.今同の触媒結果から,安静呼吸の吸先時,呼先時

においては,呼気時に喉鱗班がふくらむ幌向があるのに

反して,発声をともなう呼吸運動小は吸先陣にふくらむ

傾向があるようである｡すなわち,喉頭珠は殆声をとも

なわない努力呼吸の場合と発声をともな)呼吸遊動のと

きとでは,喉頭曲の機能が逆に働く憐向が観炎された｡

4)今 後 の 開 局

今同の槻掛 t,Ⅹ級繊彫方弘による勧襟を巾心におこ

な19たが,呼吸迎PVF晩 発榊 番の喉頭銀の変化の帆向を

とらえるという目的に関しては,ほぼその目的を適 した

が,はじめにも述べたとおり木研究の大きな目的の駅洞

の推断であって,今後に数多くの離題を城している.そ

のi-:なものをあげると,a.ニホンザルの喉頭鏡の大き

さもさることながら,その関目塾は,⑦MSA整い前上

正■い収gri灘 (SaccuS laryngismedianussuperior

anterior)であるが,㊥MIA型 :前下正 中喉頭錘

(Saccuslaryngismedianusinferioranterior)

◎M工P塾 :後下正中喉頭炎 (Saccuslaryngismed-

ianusinferiorposterior),㊤LS型 :上外側喉頭醸

(Saccuslaryngislateralissuperior)あるいは,

㊥VL迎 :喉gi盤外州喉頭碑 (Saccus ventriculi

laryngislatcralis)など他の閑n狸の典なる&'長類に

おいての呼吸迎勅時,発/日時の状態ははたしてMSA型

とどのような側係にあるか｡b.今r印よ材料の榊係であ

つかえなかったが,ニホンリ●/レのメスの収税鰍 よ,*ス

に比べてはるかに′トさい喉戚灘であり,Pi･L粥屯,耽溺小

雄にははっきりした性題があるが,同じような遊動をお

こなうだろうか｡C.安/J9呼吸ではほとんど喉輔掛 土呼

吸運動に関与していないようであるが,努JJ呼吸ではあ

さらかな関与がみとめられたが,その努力呼吸時の喉頭

班の朗与の意表づけには,今後いくつかの生理契験によ

る問題解決が必要である｡d.さきの呼吸遊動とは逆に

発声時には吸気で喉頑雌が此lj-しているのではないかと

判断されるが,この間題は鮎は湖の5塾の喉頭猿の開口

型の呼吸,発声への参hlの帆雌と考え合わせ,今後の大

きな取越のひとつとして刈る｡この間笛は,声帯ヒ〆の空

気調節,あるいはいわゆる喉硯′)､醸 (Saccuslaryngis)

との関連のうえでの形態比較および機能爽鹸比較で今後

明らかになるであろう｡

1)韮艮勅の喉頭先郊 解剖'7:雑誌,45(1),38(1970)
2)庄屋類の喉孤脚 こついて 人紛t/Y:雑誌,78(1),274

(1971)

霊長類のロコモーションの研究

石 田 英 突 (立 位 研+)

伊 沢 放 生 (∫. M. C.)

詔蹟類のロコモ-ジョンには,さまざまの/<グ-ンが

存在する｡おのおのの柾の生活様式と形態は,密接な関

迎を布するが,樹を雌介として三次元的な行動空間を利

用する詔艮掛においては,とくにロコモ-ジョン様式と

形態の鵬迎性がEZ安な問題となるOこれに対する追究の

+1971irJIノ1上り.流人 ･理 ･自然人が
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